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要約：原子力報道量の経年挙動の特徴的側面を、多数のメディアと人々が再帰的に相互作用すると
するモデルで説明する。
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1．はじめに　メディアの代表例として全国規模の新聞をとる場合、原子力問題に係る報道量の経年変化
には、（1）いずれの新聞についても類似の経年挙動を示すこと、（2）1953年以降、報道量には10年のオーダーで

続く四つのゆるやかな波が存在すること、（3）これらの波毎に、原子力に対するメディアの報道姿勢が異なる
こと、および（4にれらの波の各々は、オーダー数カ月の準周期的、ほぼ一定振幅のより小さい波状の微細構
造から成ることなどの特徴がある。本報告ではこれを、多数のメディアと人々とが原子力情報環境の中で互
いに作用し合う結果生ずるものであるとするモデルで説明する。

2．相互作用モデル　n種類のメディアとN人から成る社会に、時刻tで外部から原子力情報Ⅰ（t）が入
力する状況を考慮する。任意のメディアが原子力問題に注目する度合いは、（i）注目度の時間的減衰程度、
（辻）他のメディアの注目度に依存して、他メディアと同様に注目するか、又は興味対象を転回するかの程度、
沌）入力情報量の知覚程度、（k）人々が原子力問題に注目する程度の四因子に依存して決まる。一方、原子
力問題に対する人々の注目度は、（i）注目度の時間的減衰程度、および（立）メディアの総体的な報道程度に
依存して決まる。メディアiの注目度合いは、定量的には報道量Plで与えられるとし、簡単のために人々
は単一特性を持つものとする。このとき、Plおよび人々の注目度Qの時間的変化は、以下のように表現で
きる。

（1）dP．／d tニーa，Pi十くP〉（2βL－くP〉）／β．2＋IILI（t）＋61Q（t），

（2）dQ／d t＝－AQ＋BくP〉

ここでa．、β1、6［、A、Bは定数、くP〉はP．の平均値。第（1）式右辺第二項はロジスティック関数であ

り、これによりくP〉＜2β．では社会の大勢に従い、〈P〉＞2βiでは人々の興味は飽和したとして注目
対象を転回させようとする効果を導入する。入力情報に対する注目の程度は、同種の事象発生直後は低いが
時間経過と共に回復すること、メディアの注目度が大きい時点で新たに発生した同一事象は再び注目され易
いこと等を勘案して、係数rlを次のように与える。
r．＝γi（1－el・e Xp（－E．くP〉）’）×（1－

fl・eXP（一（．t）），ここでγ．，8，，E’‥　e．，

fiは定数。

式（1）、（2）は部分（P．，Q）が全体（くP〉）を決定づ
け、全体は部分に再帰しつつ時間的に進化する状況を
与える。これらを時間的に離散化し、さらにⅠ（t）を
試験的に設定して、Pl，Q，くP〉の時間挙動を算出
する。定数α．、βiは自身と平均値との相対的な影響
の程度を与える量であるので、これらをパラメータと

する。以下ではn＝30、各定数およびⅠ（t）をランダ
ムに設定し、α．，β．はiによらず一定とする。

3．計算例　αβ－平面上での領域によってP．等
の時間挙動は異なる。（α∈［0．4，1．0］、β∈［0．4，

1．0］）の領域では社会システムの挙動は人力Ⅰ（t）の

挙動に引き込まれ（図1：人力を正弦関数とする場合
の例）、それ以外ではカオス的挙動を示す。前者の領

域はメディアが原子力問題に無関心である状態に、後
者は逆に社会内部で当該問題が充分に発酵した状態に
対応する。両者の境界では両者が混在して現出する領
域が存在する。図2にこの例を示す。当モデルのこの
種の挙動が、先に示した報道量経年変化をよく説明す
ることを議論する。
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匡日．正弦関数型挙動をする外部入力への
引き込み
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図2．カオスー引き込み境界領域での〈P〉
（太線）および0（細線）の挙動


